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Ｉ調査目的

太平洋中区における沿岸漁業振興のため，栽培漁業の事業化を目標として，主要水産生物の

生活環及び分布生態等を明らかにし，種苗放流による生産増の可能性，適正放流種，放流種苗

の特性および放流海域等を究明するための基礎資料を得ることを目的とする。

Ⅱ調査対象魚種および海域

辰
▽

「マダイ」「イシダイ」「イシガキダイ」に関して，，伊豆諸

島海域について調査する。

Ⅲ調査の方法および結果

Ａマダイに関する調査

ｉ調査の方法

１）漁業の実態並びに生活史に関する知見の収集

（１）昭和４０年以降４６年に至る７年間の漁法別，月別漁

獲量について検討を加えた。

（２）大島から八丈島に至る各島におけるマダイの漁獲され

る漁業種類とその操業実態，操業上にみられる生態等に

ついて聴取調査を行なった。

２）若令期時代における生息環境

（１）漁況海況予報のために毎月実施している海洋観測にお

いて採集される幼稚魚の中に混在するタイ類稚魚の出現

状況を検討した。

（２）(1)－ｂと同時に聴取調査を行った．

ろ）産卵親魚の分布生態

し

０

■

、

LＩ５ｌ
し

（１）新島地先において周年タイ一本釣を操業する専業漁船を標本船として，漁獲物調査を

実施した。

（２）３)￣(1)により漁獲されたマダイについて順次標識放流を行なった。標識放流の方法
：

については,後述する6

4）発育段階別の分布生態

（１）新島地先地内島周辺において建切網で漁獲される５～１０cmのマダイ幼魚の調査と，
、６

標識放流を計画したが，漁獲力:ないまま漁期が終了した。

5）発育段階別にみた食物環
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新島周辺で漁獲された成魚を主体に胃内容物の調査を行なった。

ａ調査結果

１）漁獲の実態

表１に「伊豆諸島におけるマダイの島別漁業種類別水揚量」表２に「同年度別９月別水

揚量」を示した。伊豆諸島においては１６種の漁法でマダイが漁獲されているが“図１に＿Ｐ､

示す通り，その７６％は}まご釣を主体とする底魚一本釣によるものであり，また，式根島

漁業者による水場がその７９％を占めている。

表１島別漁業種別水揚量（単位k,）

島名 漁業種別 １９６５
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２００
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表２伊豆諸島におけるマダイの年度別，月別水揚量（単位k9）
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図１島別・漁業種類別水揚鐘の比較（％）

表５寄網でのマダイの混獲状況（単位k,）また，マダイそのものを対象

にした漁業は一本釣のみで，そ

の他については他の主対象魚に

混って漁獲され，量的にも少な

い。その一例として大島の岡田

漁協ならびに野増漁協の寄網の

水場を表５に示したが，マダイ

の混獲率は1.2～４．７％にすぎ

ない。

図２に伊豆諸島におけるマダ

イ水揚高の傾向および季節変動

を，図５に式根島漁協における

河田漁協 一Ｉ.。、川
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一本釣によるマダイ水揚高の傾向および季節変動を示した。伊豆諸島における水揚高の傾
向は１９６５年をピークに減少傾向にあり，季節変動は図２，５にみられるとおり伊豆諸
島，式根島いずれも，１０月にピークがあるが，これは一本釣の盛期と一致する。
伊豆諸島のマダイ水揚量の９５％を占める大島，式根島における漁法別漁獲量の割合は
図４に示す通り１９６７．６８年頃より一本釣の占める割合が低下し，逆に敷網（寄網，
建切網）の占める割合が上昇している。

敷網の主体象魚は表５に示す通りイサキ，
％

(③’｡｡’（円’｡、－９タカペであり，このような漁業種転換もマ

Ｉ （ダイ水場減少の一要因と考えられる。

式根島におけるマダイの水場を図５に示

したが水場の減少は資源の減少によるもの

でなく式根島漁船のはご釣が，クルマエビ

を用いた遊漁船による一本釣の漁獲に対抗

できなくなったため，いせえび刺網漁業お

よび他の底魚釣漁業に転向した結果である

といわれている。このため敷網でのマダイ

漁獲比率が上昇したものと考えられる。

前述したように，伊豆諸島におけるマダ

イの水場は式根島漁業者による水場がほと

０

０

Ⅵ

U~￣｢Ｊ、｣夢ＥＪＵ－－－司り---~･宮一一一.~￣￣

６５６６α“⑱７０７１“６６６フ“的７．７１

んどあるが，式根島の漁場I,土鯛房沖のみで， 図４漁法別漁獲量の割合（B）式帆島
（A）大島

主漁場は新島羽伏浦である。従って調査の －－．－－底釣－－－△－－－刺網

重点,土新島とし，成魚の漁獲の多い羽伏浦一一。---敷網---△一一圏縄
ｔ､

を中心に実施した。 ’0

2）若令j胡時代における生,息環境

漁況海況予報のために１９６４年から実

施している伊豆諸島近海の定期海洋観測の５

各定点において，採集された稚仔の記録に

は，後述するイシダイ，インガキダイの稚

魚の出現がよくみられるが，マダイ並びに

巴

、

、

、、.〉／、
－－－戸一一Ｆ￣－－．－－￣f－－－Ｙ

Ｉ９６５“６７６８３９７，

タイ科魚類の稚仔については全くない。こつ図５式根際，漁協におけるマダイ水湯球の疲動

－７－



れは稚仔の浮遊期が短かいことにもよるものである
・・４．４．，

う。,

幼魚の分布について，マダイ漁獲の多い新島周辺

漁場に関して漁業者からの聴取結果では｝6cm未満

の稚魚の生息場所は不明であるがｉ６～１００１mの稚

魚の生息場所はほぼ特定で図６に示す地内島下和田，

鼻戸崎，和田浜の水深５～１０ｍの場所で，根付き

とのことである。

出現期間は６～７月中旬，地曳網，建切網にて混

獲される。

5）産卵親魚の大きさと生殖巣熱度

親魚の魚体調査は継続中であるが，現在までの調

査尾数は519尾,これからの調査月日,漁具，平/

均又長および組成を表４に漁獲時混獲物のあった〃

場合の状況を表５に示した。これらのうち，標本船ユ

（一本釣）が新島周辺で漁獲したマダイの尾叉長組

成は，図７に示すように１５～５５cl7zの範囲で２５

～５５cmの魚体が半数以上を占めている。

●

０

図６新島周辺

゛

ｃｒｎ

図７新島産マダイの尾叉長（Ｎ＝５１４）
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表５マダイを対象とした一本釣での混護状況（単位，尾）

’７２．６．２７ Ｚ９

川－４ 8．５０
－

１４

Ｚ５０
－

２０

8．１５
－

１１ 2芋十Lf苦三l-1L砦マダイ

ホシザメ

オキエソ

アカヤガラ
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カンパチ

チカメキンﾄキ

アカハタ

マハタ

ヒメダイ

イサキ

メジナ

カサゴ

ホウポウ

カワハギ

ウマズラハギ

２０ ４０
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５ １９ １１ ９
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２
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５

６ ４９ ５

１
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１

１ １ ０

１

６

１
２
５

２２

０
１

４

５

５ ２ ６

叉長（Lcmz）と体重（Ｗ,）の関係は図８に示すとおりで次式があてはめられる。
．：‘

Ｗ＝０．１１０５び651903

また,月別の叉離iijtは図,に示すとおりである。

－
１
１

体
重
囮
３ １，瓢.１，

Ｌ－－－－[二二一

ＪＵＮ
＝2８

殉

電’
~・ＪＵＬ

Ｎ＝3８

●!￣￣

２

①

１

］
叉長cｍ

図８又長と体重との関係（新島産）

Ｃｎｌ

図?新島産マダイの月月Ｉ出現状況
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成熟度調査は肉眼観察を主体に行なった，６月下旬に精液が流れ出す個体１尾（Ｆ､Ｌ、

５２５cnl）を見たほか，１０月下旬に卵の流れ出す個体１尾（Ｆ、Ｌ､２４．０Ｃｌ､）を観察し

た。この卵はいわゆる過熱卵と考えられ，卵径は０９～１．０４％で，容易に卵膜が破れた。

表６成熟度調査

体重

（９）

JLllI
性別|生雫雰量

生殖腺熱度指数

ＧＩ

１．９

２．１

調査日

１９７２．６．１６

６．２９

７
０
５
６
７
６
２
０
０
０
０
５
５
０
４
４
６
８

●

４
ｔ
２
２
５
ａ
８
ａ
Ｚ
６
２
４
１
４
２
４
２
Ｚ

●
●
●
●

４
４
５
４
５
５
２
５
２
２
５
５
５
２
５
４
５
５

1，７００

１，２９０

２，５５０
早
早
８
９
８
９
８
８
８
８
８
８
早
早

５．２５

２．７２

精液出

６．６０

０７０

１．５０

０．５０

１７１００

１．５０

１０．００

１６．６０

０．５０

１．９０

卵流出

０．５０

５．４０

４８．００

０．７０

8．１５

１０．１６ ６４０

４２０

４５０

６１０

７１５

５４０

５
５
７
０
７
５

Ｚ
３
２
８
０
ａ

２
２
２

ひ

１０．２５ ６２０

１，５８０

５００

１，１００

０．５

２．２

１０６．２

０．６

［

成殖腺熱度指数の算出結果（表６）は雌雄とも調査尾数が極く少量のため，明らかな傾

向は認められなかったが，通常考えられている産卵期（４～５月）よりかなり，かけ離れ

た時期（１０月）にＧ、Ｉ＝１０６．２という個体の出現もみられた。従って，新島地区の産

卵期については，更に調査を継続する必要がある。

4）親魚の標識放流

標本船によって漁獲された一部について標識放流を行なった。放流尾数は１２月末現在

で８０尾（表７）で新島地先浅根又はミクツ根（図６参照）に放流している。主な放流場

所である浅根の水深図は図１１に示すとおりである。

抄
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放流用の個体は釣獲後－たん大島分場に持ち帰り，標識装着後１０日以上飼育し，ズレ

等によるへい死個体や釣上時の水圧変化による鱈や眼に異常の出た個体を除いて後放流し

た6'標識装着は麻酔剤ＭＳ－２２２，又は，キナルゾン（1／１０．)にて麻酔し，叉長の測

定を同時に行ない，直ちにニトロフラゾン浴をさせた。放流用個体の飼育中にあらわれる

障害はズレによる皮膚疾患よりも眼球突出白濁の方が多く，飼育開始翌日には全尾数の１

～２割にげん箸にあらわれる。当初は急激な釣上げによる綴の膨張や胃の反転もあったが，

釣獲者が慎重になったのでこの種の事故はなくなった。

％

2０

臼

1０

6

ｃｒｎ

図１０標識放流魚の叉長組成（Ｎ=二８０）

表７標識放流経過

Bi=liLL1(lLlZ1i1i
放流場所

ミクツネ

浅根

浅根

浅根

２５．２～５４．２
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－
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５
－
０

１
－
８

２５．６～５４．０

計 ク

①
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再捕は２例のみであるが，いずｵt毛１｢０月２４日放流のもので〆１１月４日;;１１月１１

旧に．放流地点の反対側羽伏浦（ミクツ楓桧山沖図’２）にて再捕された。、｛

放流後１１日のものは放流時叉長５１．０c,､，再捕時５１ＤＣ１，０，１；１８日のものは放流時

５０５cm，再捕時５２０cmzであった。

5）新島周辺で釣獲されたマダイの消化管内容

幼魚の採捕ができなかったので，尾叉長２０cm１以上の個体について胃および腸管の内容

を調査した。内容の主なものは貝類で，同時にえん下されたと見られる砂粒が極めて普通

にみられた。出現した貝類を表８に示したが，出現割合の多かったのはムシポタルとフキ

アゲアサリである。新島周辺のタイ漁場がほとんど砂地であるためこのような組成となっ

たのであろうが，餌生物の現存量との関係は今後検討したい。冑内容物の量については，

釣獲途中あるいは後に嘔吐するものがあるので測定しなかった。
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￣
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表８新島産マダイの消化管内容物
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Pｒｏｔｏｔｈａｃａｊｅｄｏｅｎｓｉｓ（Ｌｉｓｃｈｋｅ）

Ｂイシダイ、イシガキダイに関する調査一～藩：＃

北調査の方法

１）漁業の実態ならびに生活史に関する知見の収集’

（１）イシダイ，インガキダイ共に遊漁者の一本釣による釣獲が多く，これらを目的とす為

漁業は特に行なわれていない。従って水場日記帳にも記載されている場合の方が少いつ
.ｊ

収集し得た水場記録以外に漁業の実態を把握するための目安として東京'中央卸売市場へ

の入荷量も検討した。‘

(2):大島から八丈島に至る若鳥におけるイシダイ，インガキ共ｲﾄﾞめ'漁獲される漁業種類と

その操業実態，操業上に見られる生態等について聞取調査芝行なったも'ルヘ

ヘ(3)(1)_(2)と同時に各島の旅館，民宿等に保存展示されているイシダイ;､インガキダイの

漁拓により体型調査を行なった.'－

－２）若令期時代における生息環境～「。＜：パ，

１)-(2)と同時に閲取調査を行なった。

９

ｅ
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ろ）産卵親魚の分布生態

（１）産卵期を中心にまとまった量の親魚を調査することが困難なので，入手できる範囲で
津－１１－㎡＿…

の親魚調査を行なった。，
△Ｉ.

（２）遊漁者の釣獲するｲﾀﾞ'５〈iダイ，インガキダイの釣獲量，体型釣獲場所等について，調
］./

査員を委嘱して調査屯可Gある。
。Ⅱ－ ．y;可メーf当jか，

．(3)新島地先で釣獲された親魚５５尾を大島地先に標識放流を行なった。

（４）イシダイ，インガキダイともに年令と成長に関する研究がないので成熟年令等を知る
．‐＆１．Ｊ．．．‘：：, .-た｡$ラー･‐.､』

ことができない。調査に併行して年令と成長に関する研究を行なう必要力:あるので，と
'1;;いえ非回

りあえず年令形質について;i;nF島産イシダイ７０個体を主材料として検討を行なった。
．．＿メ.．＝.

４）発育段階月Uの分布生態
［】』１K瓦)ｊ；，へ：；「：

（１）漁海況予報のため毎月実施している海洋観測において採集される幼稚魚の中に混在す

るインダイ，インガキダイ稚魚の出現状態を検討した。

（２）大島周辺を主体に流れ藻等に付随しているイシダイ，イシガキダイの稚魚を採集して，

その出現と海況との関係，出現時の体型他魚種との関係を調査した。（流れ藻とは陸

上起源物である木片，ゴミ，その他の標流物を含む）

（３）流れ藻から採集したインダイ，イシガキダイ稚魚を飼育して，尾叉長１０ｍを越えた

時点で大島地先に標識放流をする予定であったがインガキダイは事故のためへい死した。

イシダイは引続き飼育中である。：!？#～い’い－－：、ハィペ:い~ｗ、〆.,「.⑪,｡･･bo

５）発育段階別に承た食物環イバーヘＵ

流れ藻等に付随する稚魚を中心にダ胃内容物の調査を行なったプ

２，調査の結果

１）漁獲の実態

ｊ■伊豆諸島においては,インィダイ，イシガキダイともに大島から八丈島にいたる各島の磯

根に分布生息しているが，これらを対象にする漁熱土なく，敷網（建切網寄網）および

：刺網（イセエピ刺網,､磯魚刺網）に混獲されるのみてある。しかし逐年増加する遊漁者の

この魚種に対する期待ji圭大きく,その面では極めて高く評価されている。

。へ敷網による混獲状況を水場日記帳あるいは伝票等によって調査し得た数例についてみて

も表，に示すように極めてわずかで，刺網による混獲にいたっては魚体の小さいものは廃

棄され，大きいものでも自家消費されているので水場記帳等ではその数量を確実に知るこ

とができない。－，」

●

６１｢・

ｈｖ
ｏ９ｏ

･Ｐ１
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表９敷網（寄網）によるイシダイ，イシガキダイ漁獲の数例（単位ｋ,）

ソ６８ ソ６９ ソ７m

別｜網組、ｌ滋

９１』

【ＪＩＪＬＪＣ

野増Ｃ組 Ｚ６ｙｌ６１２』

３９

産卵前のイシダイが大量に漁獲された例として，道津の，長崎県五島列島壬之浦町のブ

リ落網に関する報告がある。たまたま，１９７２年７月上旬，新島，若郷地先において一回

の寄網操業によって，１２４尾という多数のイシダイが漁獲された。この中には，１年魚

とみられる２０cm台の小形個体も数尾混入してはいるが，多くは５０ｃ１１ｚを越える（平均尾

叉長５５－７０，z，体重８５５９）個体で，前記の，五島列島のイシダイ群漁獲時の平均には

及ばず，また，漁獲方法も異なるが，同じく産卵前の群が多獲されたことも考えられ，蓄

養中のへい死個体中に腹部を押すと卵，精子の流出するものも見られた
Ｏ

東京都中央卸売市場調の月別都道府県ｶﾞﾘ取扱高によれば，１９６９年～１９７１年につ

いて年間取棚､総量は，イシダイ（イシガキダイ，コショウダイを含む），鮮魚２６～５７

トン，同活魚４９～５４トンで，出荷地は，鮮魚ば青森から鹿児島活魚は宮城から長崎

にまでおよんでいる。

東京都の出荷量は，年間鮮魚1.0～4.6トン，活魚４０～１６０k9と記録されており，
`｡「．:．.､

図１５に示すように５月～７月に出荷の山力:ある。

ｒ

ケ

幻

●

－１７－

Jllli
￣￣－－－－－－c-▲q己ら●.｣

言
１９６８ １９６９ １９７０ １９７１

数量 ｲｼｿﾞﾋﾞ・ｲ等 数量 ｲｼﾀﾞｲ等 数量 イシダイ等 数量 インダイ等 数量

岡田Ａ組

岡田Ｂ組

野増Ｃ組

若郷Ｄ組

ｽ5９９ ４

5Ｊ２７ ６

不 明

不明

１８

5６８

０

０

不明

252289 ０

4１０５ ０

不明

１６

14284

操業

４

ナン

６
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東京都中央卸売市場への出荷量（東京都分）図１５
の、

2）魚拓に記録されたインダイ，イシガキダイの最大型
．』｡．.Ｌ，.:；.;_

さきにも述べたように，イシダイ，インガキダイともに漁業者による漁獲が少ないので，
～．～、きき肝ヂ

魚体調査を行なうには遊漁者を対象にせざるを得ない。大島周辺の磯釣場I/と調査員を巡回

させているほか，遊漁者団体への資料提供依頼も行なっているが，とりあえず伊豆諸島各

島の旅館，民宿に保存されている魚拓記録を調査してみた。

８２軒から収集した結果を島別にまとめると表１０およびⅢのようになる。魚拓記録の

由来および取扱いについてはいろいろ問題はあるけれども，一応各島，各年の最大型と考

えてよい記録が得られたと承なすと，南方の島ほど大型のものが釣獲されていることにな

る．

夕

｡

－１８－



表１０魚拓調査によるインダイの最大型（Ｆ､Ｌ血）（）内は記録尾数

鞭)|銭洲鋼
三宅島

(含ﾌﾞ〔麗園島）大島|<魏晶） 八丈島御蔵島式根島

６５．８(６

６
７
：
．
８
９
〈
０
１
２
》
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２

５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７

計
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

6８．０（７

5１０（６）

64.5（２）

76.0（１）
Ｐ！

OＫ

5８０(1)’６１．５（２）

J1|小
口:::liill"皿’

(1)

（１）

(1)

(6)

(8)

(8)

㈱

５
０
０
０
０
０
５

●
●

●
●
●

４
ｔ
５
Ｚ
４
５
５

７
６
６
６
７
６
６

６

側
②
⑬
⑤
⑬
、

６２．５

６５．５

６５．０

６１５

６５．０

６２．０

Ⅲ
⑪
卿
⑬
⑧
一
脚

５８．０

７６．０

８０.ｏ

７６．０

５２．０

６５．７（２）

65.8（７）

６１．２(5)

6ｚ５ｕｌ

６５．２⑫

(4)

(4)

(3)

(9)

(1)

６５．８

６１．５

６０．８

７０．６

５７Ｚ

、

56.0（４）

(4)１（104） (2)６９ ㈹㈱㈹

(計５４９）

表１１魚拓調査によるイシガキダイの最大型（Ｆ、Ｌ･c'､）（）内は記録尾数

神津島

(議贄）嶺 銭洲|(壽鑛)|御蔵島大島|(藝鱸)|式根島 八丈島

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７

計
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

▽

の

皿
③
別
３
，
０
０

１
１
１
０
１
０
６

５１．０．

７６．０

７２．０

７４．０

７１．０

７０．０

'７２．０

(1)

(5)

⑮

691

(6)

棚

０
０
５
５
０

８
ｚ
ａ
ｔ
Ｑ

７
６
８
８
４

64.00

㈹(1)Iハブ(8) ㈱⑭

計２１８
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5）新島周辺で漁獲されたイシダイ親魚とその標識放流
？､

漁獲の実態の;項で述べたように，１９７２年７月上旬に新島地先において，たまたま網
｡；～￣

に多数のインダイカ:入網した。

総尾数１２４尾のうち１１２尾を直ちに大島分場の飼育池に運んで蓄讓したが；漁獲時

のズレが原因とみられる蓄養中のへい死個体中に，卵，精子の流出するものがふられた。

このことから，７月が産卵期であったことがうかがえる。

へい死個体について生殖巣を調査し,その結果を表１２に示したが,雌が圧倒的に多かった。

。
～

表１２新島産インダイの生殖巣調査結果

１
－
９
’
０
０
０
０
０
５
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０
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５
０
０
０
５
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０
０
５
０
０
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引
Ｍ
Ⅲ
引
刀
印
妬
乃
肥
：
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妬
刑
乃
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皿
肌
川
咀
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四
閲
叫
印
〃
叩
卯
町
朋
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Ⅲ
Ｙ
１
１

体
Ｐ

１
１

２
１
Ｊ
１
２
１

１
１
．
～
一
・
‐

１
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。
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、
。
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｜
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●
“
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～生残ったイシダイは，魚体左側の背鰭後部と尾鰭後部に?c,izwヅカータクによハ標識※
P．｡．.ｉ

を行なって飼育し，そのうち５５尾を８月２９日大島南部の磯に放l7ffした。現場は磯釣の

場所に隣接しているが足場が悪いために釣場にはなっていない場所である。（図１４）

放流は水深５～１０ｍの大石場に船上から行
乳埼

ない，その後の行動の観察はあらかじめ潜水し…

て待機した観察者が，約４０分間追跡して行な

った。一回の放流は約１０尾づつ行なったが外

いずれの場合もそのまま直降して海底近くを集●

団のまま遊泳し，ニザダイの群がいた場合はこ

れに合流して遊泳を続けた。やがて５尾位づつ

の小集団となって分散をはじめｉ放流後２０分
..,；｡．・

位で１－２尾づつとitj：って岩礁の凹みや岩と岩

との間隙iなどに入りこゑ静止状態に近くなった。

おそらくは１～２尾づつの少数で，一時的なす図１

み場を選定したものと考えられるが，その後口ｗｍ

の潜水観察は行なわなかった。、、へ
.．．９．Ｉ．。｡゛一

再補は表１５に示すように，５尾が大島西側へｉＬ…

の元町地先で，不確実であるが一尾が放流地点一一‘

の南約１肋で採捕された。これらはいずれも録

161用

点

一一一
一一一

図１４インダイ放流および再捕地,点

受ｸｸｲｦﾐｽﾞｱ二武西企

､、。」

ＦＬ((ｍ〉

突によるもので釣獲は１尾もない。 図１５新島産インダイ親魚の尾叉長

組成（縦軸は個体数）

表１５放流インダイの再捕記録（１９７２年８月２９日現在）

埒のh魚体｜放流時,
三1宙年ＦＩＦ

の

注１９７２１２．４再捕の２尾各別に行動していた。※マダイと同様の方法によった

－２１－



再捕までの最長経過日数は９７日であるがウヒの日は偶然に同一潜水者により全く別に
；、

行動して､､たものが２尾再捕され鍵た゜

…放流地点から再捕地点までの移動経路は不明'であるが，最短距離をとって州５ｔ"移動

したことになる。

4）イシダイの諸年令形質の性状について＝

（１）鱗

鱗は，前後方向に長い，ほぼ長方形の,卜形の櫛鱗である。被覆部の靴'1角は,不相称

の場合が多く基側角間は不規則な波状を呈する。比較的大きい練が後縁に密に数列に並

んでいるが，この部分は脱落しやすいへ上下側縁は，やや内側に湾曲している６正常鱗

では，焦点は後方に位置し，焦点付近から前縁へ向けて放射状に溝が数条走っている。
..□ｓ

これは，通常，焦点から始まり，前縁端波状部の凹部まで達するＰ】Pimarygrooves

である。再生鱗は，中央部の成長線が見られない例が圧倒的に多く，希に複焦点のもの

も見られる。一般的な再生鱗で，中央部の成長線を形成しない部分は,/一様に微細な泡

状の構造となっている。溝は正常鱗より多く，鱗により違うが，１５～２０本位で，正

常鱗に見られるprimavygroovesの他縁辺まで達しない溝が走っている。鈩

各部位の鱗の形状，大きさを観察，比較すると，体側中央部，すなわち図１６のｂ，
-ヌ

ｅ前半，ｅ後半，ｈ，ｊでは，一般に大型で，大きさ､の変異も少ない。それ以外.の周辺
｡,，….：}．・

部では，鱗は小型になり，大きさにも変ｲﾋｶﾞ:多い６体側の縁辺部に近づくに従い，歪形
､.・・､､OＣＰ．｡‐

の鱗が見られるようになる。特にＣ部の腹面寄りには畠|]鱗が多く出現し,((また，ｂ部の，
,.：｜〆．，，

．｡.！.q－１．．

部位からは，大型で，､!<，,の字型に曲がった鱗力課取された。畠'|鱗は〉鱗より著しく

小型で，主に楕円形もしくは円形をしている。正常鱗には,,しばしば再生鱗には見られ
'.1.-qｂ.．．, BT．,?』.,.

ない溝に沿った破損力:見られた。

ノヌ尾叉長の範囲２１．０Cj1z～４６．８bniの７０個体の胸鰭直下う（図１６では,｝け℃部前半に相
ｌＬＦ；:！【ｌｉ－；．‘１千～…

当する）より採取した鱗について，正常鱗の出現率をみた。結果は，図１７に示す通り

で，最高で２８．２１％，平均５．４９％と，きわめて低く，正常鱗が１枚も認められない
Ｉ△Ｉ。．.ﾛ。，

例も，７０個体中５０個体に達した。さらに，尾叉長の範囲２５．２c7Iz～４５．２cwzの５個
ぺけ．～

体から，魚体各部位について採鱗計数した結果を，表１４に示した。全体的に正常鱗lま
,；，,

少ないが，正常鱗の出現する個体については，ｃｌｆ,ノｉ，のように腹面に多か:った゜

ノ
ｆ

１

卜

〆

0
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(2)脊椎骨へ

観察に用いた第１２骨を中心として採取した体中央部の脊椎骨は，腹椎骨，尾椎骨の

両方を含み,推体は，前半，後半ともほぼ同大である。大形個体では，推体表面に小瘤

状の沈着物が多く”表面の観察を妨げる。また，染色した大形個体の椎体では，無染色

の標本では観察されなかった細かいひびが，椎体外縁より中心に向けて走っているのが

見られる。

ほとんどすべての個体の推体表面には，多数の白色体（成長帯）と，やや透明な休止

帯とがみられる｡また，縦断面には，表面の成長帯，休止帯に対応して白色の層と透明

層がみられる｡この各層の区分は，推体断面の外縁部近くでは明瞭であるが，中心部に

近づくにつれて多孔質の構造となるため，観察が困難になる。

年令形質として利用できる可能性を検討するため，染色標本について表面の休止帯を

計数した。休止帯間の間隙は，極端に狭い場合もあり，他の魚種の脊椎骨に一般的にみ

られるものとは異なり，規則性が認められない場合が多い。そこで，断面に見られる層

を参考にして計数したものが図１８である。尾叉長

B2C1nを越えると，個体による輪紋数の差が大きく割
ィｉｔ

なり，また，尾叉長４０ｍを越えると，表面への沈 ２０

着物が著しく，断面に見られる層１，，特に外縁部で

は微細で’計数は困難であった。 」、

※メチルアルコール（９０％）にアリザリンＳ
ＩＯ

を溶解，飽和させ，296ＫＯＨ少量を加えた後．

ｉ戸過したものに浸漬〉染色度合の進行をみて時必，

間を加減した。

(3)耳了石Ｌツル～Ｉ

外形は矢尻形でク外面はへこみ，内面が突出して図１８椎体輪紋数と尾叉長の

、､る゜前角が大きく発達しており，小形であるが前．～へ関係へ．．：ｉ

上角もあり，両角の間の欠亥Ｉも明瞭である。後端下部にも，１鋭角が見られる。内面に

は，溝の外縁に沿って細かい隆起がＵ字形に走るがプ溝の後端部Ｉではワヒの隆起は目立

～たない｡外観的には，透明度〆不透明帯の区分は困難であるけ〃ご；

完全な標本の得られた，左側５６個体，右側５８個体について;｣耳石長を測定し，尾

叉長との関係式を求めて図１９に示した皿血已が

０

●

＆
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鱗脊椎骨,､耳石それぞれ

について検討を加えた結果から
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標本にすることは困難で，標本にしても〆正確な測定はできない。

発育段階別の分布生態

⑲ネットで採集されるイシダイ，インガキダイ稚魚■

大島分場において毎月１回実施する海洋観測の各定点（図２０）において⑯ネソトで

採集された卵，稚仔のなかから，イシダイ，イシガキダイの二稚魚を記録すると表１６に

示す通りである。また，採集地点をプロットすると図に示す通り，イシダイは大島～三

宅島間に出現するが，イシガキダイの記録はＴ・咽での１例のみである｡

5）

（１）

示す通りである。また，

宅島間に出現するが〆

イシダイ類の稚魚

の出現を海況タイプ

（Ａ，Ｂ，０，，

Ｎ型）毎にわけてみ

ると，ＣＤ,Ｎ型のと

きに稚魚が多く,－Ａ

およびＢタイプのと

きには少ない傾向が

みられる。なお,⑯、

ネットにて採集され

たイシダイの叉長は

８．０～１１．０〃､で流～

れ藻から採集される

ものよりも少さい。

流れ藻等の漂流物に

付随する以前のもの

とふるべきか,、否か

は前段の黒潮流と稚

魚の出現,の関係と併－

せて慎重に検討した

戸

－－－－－~可

/ﾉｰｰ､
－－－＿＿＿ハーーー

●

「

弩｡ＮＤｍ

、7゜OＧ
TﾜＤｕＳ

'罫|繩fhi‘
［

、

ＬＰ

白

僻
【￣

⑯ネットによるイシタイ．インガキダイ稚魚の採集状iＦ
－ｌＨ，～

Ｔ－１～Ｔ－１９沿岸定線調査観測定点
一？。！

～イノシダイ稚魚採集数Ｏ

△イギシガキダイ稚魚採集数

Ａ～Ｎ出現時の海況タイプ訓
、－

，、‘

図２０ｂ

いロ
’

、－－
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表’６イジダイ推魚出現状況(沿岸定線調査麺ネット）

全長(nzmz） 備考

（インガキダイ）記録なし

〃

Ｔ１３

Ｔ７

Ｔ１７

１
７
５

･６５５２５

．８１５

ノ１４

，６８７．１１

．１５

８９

′〃

ｔ
例

Ｔ１０

Ｔ１６

Ｔ４
０
５
０

●

８
Ｚ
・
Ｑ

１
１
１

８２５'７０

９９

９０９５

１１．２

Ｔ１７

Ｔ１９

Ｔ２

１
２
１
’
１

'７１６７

．b中

７１４

８８
６

(2)流れ藻等に付随するイシダイ，インガキダイ稚魚

１９６４年より，伊豆諸島近海に流れ藻等に付随して来遊するイシダイ，イシガキダ

イ稚魚の調査を実施しているが，来遊時期ならびに量ともに〆年による変動が大きい。

主たる来遊時期はイシダイは６～１０月，イシガキダイは５～８月である。全期間を通

じての叉長組成はイシダイ１．５～１０４０１１１，インガキダイ１．４～１６．８clizで相模湾等で

の報告より大型個体の来遊がみられる。流れ藻についている個体は通常５cm前後までで，

それ以上の個体はトイ箱，タイヤ等の陸上起源物に付随している場合が多い。

１９６９年以降１９７２年までの採集稚魚の月別の大きさは/図２１および２２に示

すように年による変動があるが，１９６９年を例にとると，６月に平均叉長1.9伽の個

体が７月には４．０cwLとなるが，８月以降は組成がふぞろいとなり，８～１０月にかげて，

２cm前後の個体が出現する反面１０Ｃｌ､前後の個体もみられた。但しブ前者の割合が高い

ことから，産卵後期のものが小型個体として採集されたためと考えられる。

イシダイでlま前述のように２cTz前後の稚魚が６～１０月の長期間観察されるのに対し，

インガキダイでは５～７月が主たる期間で，たまに８月にもみられるが，出現の山は５

～６月で，その後は極端に少なくなる傾向がみられた。また，１９７２年８月には１０

～１５cmの大型個体が採集された。

の

●

－２８－





大島近海でイシダイ，インガキダイ稚魚と共に採集された魚種は２５科４０種である

が，ブリとメバルの出現は逆の関係にあり，ブリの出現の多い年の方がメバルの出現の

多い年よりイシダイ類の来遊が多いようなので，海況を含めての検討を目下実施中であ

る。表１７に１９６９年から１９７２年までの各年におけるブリ，メバル，イシダイ，

イシガキダイの出現状況と当時の海況タイプを０．５ケ月毎に区切って示した。

なお，大島近海で流れ藻等に付随してみられる魚種の出現状況を１９６９年から

１９７２年までの採集数量を積算して表わすと図２５に示すようになる。

９６９．ＭＡＹ

Ｎ＝４８
２０

。

1，
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図２２流れ藻に付随するイジガキダイ稚魚の尾叉長組成
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(3)標識放流用稚魚の飼育

配合飼料を主体に飼育したイシダイ稚魚の成長は予備実験結果（１９７０）ては,」６

月に叉長２Ｃｌ､前後で採集した個体が７月に平均４．５０１，，８月Z7cl7z，９月，７c7nに成長

した。また，イシガキダイ稚魚は同じ飼育によった場合，イシダイよりも成長が良いよ

うに思われたが確実な資料は得られなかった。また，同一池内で飼育しても皮膚疾患等

がインダイよりも多いようであった。 ．Ｉ

△＿。，一一－－－－．－，．－－．－－．－－－足

今回，放流用に飼育した個体はイシダイ２２９

尾，イシガ汗ダイ５６尾の計２６５尾であった
．；

が，１９７．３年１月２５日停電事故のためイン・

ガキダイはへい死した。イシダイの叉長組成は

図２４に示す通りである。 ｌ￣゛

■

ＳＩＯ－１９ｃｍ，.

．､3２４（liil育中のイシダイ叉長組成１°７２１０２５現在

6）流れ藻等に付階するインダイ．イジガキダイ稚魚の消化管内容～

流れ藻に付晴するイシダイ．インガキダイ稚魚の消化管内容は表１８および１９に示す

とおり動物性で，Copepoda，BranchiOpoda,AmphipOdaの１１頂に多く出現する。調査個体

が少ないので成長にともなう消化管内容の変化は充分調査できなかったが，イシガキダイ

では叉長８cmをこえた個体の消化管から魚類エビ，カニ類が多く見出された。

また，７月に１×１ｍの流れ藻（ホンダワラ）１個体を持ち帰り，藻内の生物を清水で

洗い出した結果，表２０に示すような動物が採集された。これはインダイ．イシガキダイ

消化管内容に極めて相似している。
．．： 』

従って，′｣､型のイシダイ・；イシガキダイは流れ藻内の生物に大きく依存しておりヮ流れブ
ノ7Ｊ：ムーー：;／ｉ＿

藻内で動きのある小動物を無作意的に接餌していると考:えられろ。し？
：』：Ｔｆｉ・ｉＨ，

ひ

■

､￣，。
－１￣

－５４－
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表２０流れ藻内の動物相

腔腸動物ＣＯＥＬＥＮＴＥＲＡＴＡ

カツオノエポシ

ギンカクラゲ

扁形動物ＰＬＡＴＨＥＬＭＩＮＴＨＥＳ

渦虫類Ｔｕｒｂｅｌｌａｒｉａ

環形動物ＡＮＮＥＬＩＤＡ

多毛類PolyChaeta

触手動物ＴＥＮＴＡＣＵＬＡＴＡ

苔虫類Bryozoa～

節足動物ＡＲＴＨＲＯＰＯＤＡ

海蜘蛛類一ｐｙｃｎｏｒｇｏｎｉｄａ１

オオシ'マイ亥ウミ;クモ

P耐BaliaphysalisutriculusMARTINIEＲＥ

ＰｏｒｐｉｔａｕｍｂｅｌｌａＭＵＬＬＥＲ

ＪＵ

『

●

AcheliaOhshimaiUTINOMI

LecythorhynchashilgendorfiBOHMシマウミクモ

僥脚類

蔓脚類

Ｃｏｐｅｐｏｄａ

ＣｉｒｒｉＤｅｄｉａ

ＬｅｐａｓｆａｓｃｉｅｕＩａｒｉａＥＬＬＩＳｅｔＳＯ`ＬＡＮＤＥＲキウキェポシ

等脚類 Ｉｓｏｐｏｄａ

ナガレモヘラムシ

Ａｍｐｈｉｐｏｄａ

ホソヨコエピ

ニシンjと/モパョコェピ

アゴナガヨコエピ

ワレカレー種

Ｄｅｃａｐｏｄａ

コンマガリモエピ

ホソツノモエピ

ヒメモエビ

イソスジェピ

IdoteametalIiCaBOSC

端脚類

Ericthoniuspug皿X～DANA

AmpithselacertosaBATA～

Pontogeneiarostrata'ＧＵＲＪＡＮＯＶＡ

夕

凸

十脚類

HeptacUrpusZeniculatusSTIMPSON

Ｈ･バィ菰ｐａｎｄａｌｏｉｄｅｓＳＴＩＭＰＳＯＮ

Ｈ．ｍｉｎｕｔｕｓＹＯＫＯＹＡ：

ＬｅａｎｄｅｒｐａｃｉｆｉｃｕｓＳＴＩＭＰＳＯＮ
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アシナガスジエピＬ、longipesORTMANN

オキナガレガニP1anescyaneusDANA

ガザミP0rtunustritUberculatuSMIERSＴｍ

：ｆ)ij･)<:ＬＭＷｆ[ﾅﾄﾞﾉ!‘ ジャプノメ}ガ,ザミi～}:（ベルＰ､1１lsangUinOkUtus‘Ｈ]ＢＲＢＳＴ

ｈソち'ｳﾉﾂﾞﾝｶﾞｰ?:dqFlagusiadenliPesHAAN

メガロッパ幼生：…Ｔパーバイ,イ

軟体動物ＭＯＬＬＵＳＳＡ

前鯛類ｐｒｏｓｏｂｒａｎｃｈｉａ

チグサガイThalotiajaponicaADAMS

後鯛類opisthsbranchia

ムカデメリペ MelibeuexilliteraBERGH

ヒメメリベ Ｍ・ｐａｐｉｌｌｏｓａＦＩＬＩＰＰＩ

フウセンウミウシNotarchusindicusornntusBABA“～

；;ﾅｿﾞ,オキウミウンScyllaeapelagicaLINNE

;i'１４１ツー～ＬＷｉ：～1コ～

Ⅳ要約吋凛i’

Ａマダイに関する調査ヘノ

１－漁獲の実態～旧い：～1Ｗ；；

伊豆諸島でのマダイの水場は平均４トン（０８～’８トン１９６(5:＋１９７０）である。

その７６％がはご釣を主とする底魚一本釣で漁獲され，式根島漁業者による漁獲が全体の

７８．８％を占めているが，その主漁場は新島羽伏浦である．……～

,１．

新島では６Ｃｌ１１未満の稚魚の生息場所は不明であるが，６～１，cmzの稚魚の生息場所I土ほぼ

特定己;地内島下和田,蕊|鼻戸崎，和田浜の水深５～１０，，１出現時期６～７月中旬，地曳綱

建切網によって混獲される。

５．産卵親魚の大きさと生殖巣熱度‘＋～

調査尾数は５１９尾で,iＬこのうち新,島周辺で漁獲したマダイの尾叉長は２５～５５cwzが半

数以上を(占めた。産卵期は調査中であるが,｣通常考えられる時期（４～５月）より，かなり

かけ離れた時期（１０月）にＧ、Ｌ＝１０６．２という個体､のJ出現もふられた。

４．親魚の標識放流息ＬＬ､に『

､

凸

￣

０

－５８－



:～標識は魚体左側面の背鰭の後部および瞥鰭後部の２ケ所に２cm黄色アンカータグのシャン

ミノとアーム部を筋肉に埋没させる方法により，新島浅根に６４尾〆同ミクソ根に１６尾をそ

れぞれ放流した。←Ｌ,へい～，』いい，

Ｔ再捕は２例のみで,浅根放流後１１日（510→５１．００，１）１８日（５０．５→５２０Cl､）

メルに放流地点の反対側羽伏浦（ミクツ根，桧山沖）に再捕された。

５．新島周辺で釣獲されたマダイの消化管内容

尾叉長２０ｍ以上の個体について，胃および腸の内容を調査した。内容の主なものは貝類

で，斧足類９種，腹足類４種でいずれも砂地の貝であり，同時に臭え下されたとみられる砂

粒が極めて普通にみられた。

Ｂインダイ，イシガキダイに関する調査

１．漁獲の実態

伊豆諸島においてはイシダイ，イシガキダイともに各島の磯根に分布するが，これを主対

象とする漁業はなく，７【kj易量の把握もむずかしい。しかし，逐年増加する遊漁者間では高く

評価されている。

東京都中央卸売市場の入荷量からみると，東京都分については５～７月に出荷の山がある。

２．魚拓に記録されたインダイ，イシガキダイの最大型

各島の旅館等に保存されている魚拓記録からみると南方の島ほど大型魚が鉤liIiされている。

５．新島周辺で漁獲されたイシダイ親魚とその標識放流

１９７２年７月に新島若郷地先で寄網によって漁獲されたイシダイについて，魚体調査と

標識放流を行なった。

魚体調査の結果から７月頃が産卵期と推定された。

５５尾にアンカータグによる標識を行ない，大島南部に放流した結果不確実分を含めて

４尾が再捕された。内５尾は直線距離で１５ｈmの移動をしていた。

４．イシダイの諸年令形質の性状について

鱗，脊椎骨，耳石，それぞれについて年令形質として採用しうるか否かを祷寸した。

鱗についてはいずれの場所も再生鱗が極めて多く，脊椎骨については５０cmn以上の魚体の

ものは輪紋数の計数が困難であり，耳石については透明帯，不透明帯の区分および研磨標本

化が困難で採用できない。

鱗と脊椎骨とを併用することにより，若年魚の年令査定は行ないうるものと考えられる。

５．発育段階別の分布生態
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伊豆諸島海域では，春から夏にかけてイシダイ，インガキダイの稚魚が流れ藻に付随して

来遊する。流れ藻に付随する稚魚よりさらに小型の稚魚が,③ネットで採集されるが）これ

はイシダイが多くおおむね三宅島以北で採捕されている。…〕…ガ

インダイ，イシガキダイとともに多数の他.魚種の稚魚が流れ藻について来遊するが，イシ

ダイ，イシガキダイ稚魚の消化管内容は，藻に付着あるいは付随している魚以外の動物相と

リ
ハ
ノよく一致する。
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